
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

第 1期 (令和 4年度)事  業 報 告 書

空量塑堕豊班五動型 ∠ゝL∠∠i=三≧皇主」型菫里墜生回E

1 事業の成果
創設年であった令和 4年度は、幅広い事業活動を展開した。主な活動は、コンサルティング、講演、ホ

ームページの作成、賞選考委員会の設置等であり、次年度に向けて NPO活動のインフラの整備を行っ

た。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【443】 千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

支盃
対象者
範囲

受盃
対象者
人数

事業費
(千円)

科学技術の社
会実装等に係
るコンサルテ
ィング

国立研究開発法人日
療研究開発機構から
され、コンサルティ
を行った。

本医
依頼
ング 年 2回

オ ン ラ
イ ン 会
議

2人

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

20人 36

スター トアップ企業のコ
ンサルティングを実施 し
た。

随時

PO事務
所、相手
先 企 業
(東 京
都)

4人
スター ト
アップ社
貝

1～ 10人 39

既存企業の社内ベンチャ
ー部門のコンサルティン
グを行った。

毎月 2回
オ ン ラ
イ ン 会
議

2人
相手先企
業の関連
者
10人 36

INTERNAT10NAL CONGRESS
OF NUTRITION IN TOKYO σ)
シンポジウムで講演を行
った。

12月 7日
東 京 国
際 フ ォ
ーラム

1人

関連団体
研究者、
職員、大
学生、大
学院生、
一般市民

3,344人 0

医学・薬学研
究に対する助
成・褒賞

「認知症およびシナプ ト
パチーの基礎と臨床」の
研究の助成対象者の募
集・ピッチ大会・選考及び
優秀者への研究助成の委
員会を設置し、選考方法
を議論した。

年 3回程

度

オ ン ラ
イ ン 会
議

5人

l認知圧
およびシ
ナプ トパ

チーの基
礎 と臨
床」研究
を行って
いる研究
者

0人
(令和
年 度
募 集
な か
たため

4
は
し
て)

)

36

ト
を
を
遂
人
めた
し

年 3回程

度

オ ン ラ
イ ン 会
議

5人 国内
の科
学者

0人
(令和 4
年 度 は
募 集 し
な か つ
たため)

36



疋駅 に記 朝
された
事業名

事業内容 同時 場所
従事者
人数

党盃
対象者
節1囲

党盃
対象者
人数

事業費
(千円)

一般市民に向
けた啓発活動

日本学術会議公開シンポ
ジウムの「新興医療評価
技術の適格性認定システ
ムの構築とその課題」に
おいて座長、講演を行っ
た。

11月 21日

東 京 大
学 医 科
学 研 究
所

4人

新興医療
評価技術
に興味の
ある一般
市民

278人 0

米国 Fm規則の日本語訳
を開始した。 通年

NPO
所
事務 3人

先端医療
技術の社
会実装を
行 う人々

0人
(公 開
前 の た
め)

36

ホームページを作成 し、
市民等へ向けたコンテン
ツを配信する体制を整え
た。

通年
NPO
所他
事務 4人

先端医療
技術の社
会実装を
行う人

0人
(コンテンツ
作 成 中
のため)

68

公開シンポジウム「品質
保証と創薬研究」で司会
を担当した。

12月 2日
パ シ フ

ィ コ 横
浜

1人

一般市
民、薬理
学研究
者、大学
生

70人 0

先端医療技術
の社会実装等
に係るシンク
タンク事業

端医療
バナン

参加
に
た。

12月 28日
日本 学
術会議

4人
日本学
術会議
関係者
2,210人 0

5今蛍雰含所貧医薦誰濡
技術の適格性認定システ
ムの構築とその課題」の
講演者選択に関してサジ
ェスチョンを行った。

8～ 11月

で各 月 2

回

オ ン ラ
ノ' ヽ′ △′I  v′  =

議
5人

日本学
術会議
関係者
2,210人 36

厚生科学審
としてコメ
審議に参加

議会等に委員
ントを行い、
した。

5～ 11月

で各 月 2

回

厚 生 労
働 省 会
議 室 (10
回 )、 オ
ン ラ イ
ン ミ 一ヽ

テ ィ ン
グ (4回 )

2人

厚生科
学審議
会関連
者

20人 84

先端医療技術
の社会実装等
に係る研修・
人材育成

「末永く研究を継続 した
いあなたに。・・新たな研
究分野への開拓の ヒン
ト」の題日で講演を行っ
た。

3月

東 北 大
学・
オ ン ラ
イ ン 講
義

3人

東北地
方の大
学の学
生、院
生、学
生、生
理学会
△ 昌
ム 貝

(仙台
市)

30人 @
会場

100人@
オ ン ラ
イン

36



疋私 に記朝
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

支盃
対象者
範囲

賞盃
対象者
人数

事業費
(千円)

先端医療技術
の社会実装等
に係る研修・
人材育成

「薬物依存の神経化
薬物乱用防止対策」
演を行った。

と
講
学

の 5月 21日
ラ
講
ン
ン
オ
イ
演

3人

掏
期
師
ヽ
大

学生
、螂
生

700人 ＾
Ｕ

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)
疋秋 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

該当なし



書式第 13号 (法第 28条関係 )

第 1期 (令和 4年度)
事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上い場合)
盤定主豊:晰国□込∠∠△

=二
】をビ」!□:ユ五五

正会員受取会費
賛助会員受取会費

受取寄附金 2,596,000

科学技術の社会実装等に係るコンサルティング事業収益
先端医療技術の社会実装等に係るシンクタンク事業収益

地代家賃
業務委託費
通信運搬費

51,300
324,000
55,000
13,550

旅費交通費
業務委託費
支払手数料
雑費

地代家賃
消耗品
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

第 1期 (令和 4年度) 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人イノベーション創薬研究所

科 |二 l 金  額 小計・ 合計

現金預金
未収会費

3,330,472
10,

【A】 資 産 合 計 ①+② 3,340,472

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 3,340,



16 28

第 1期 (令和 4年度) 計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人イノベーション創薬研究所

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっていま
す。
(1)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2.事業別損益の状況

助成・褒賞
事業

一般市民
啓発事業

科 目
コンサルティンク

゛

事業

シンクタンク
事業

研修 。人材
育成事業

事業部門計 管理部門 合計

1,100,000 215,400 1,315,400
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336

216,000
176,000

0

10,688

4,260
19,800

51,636
540,000
231,000
13,550

10,688

4,260
19,800

110,460 72,000 104,550 120,840 36,000 443,850 427,084 870,934
72,000 104,550 120,840 36,000 443,850 427,084 870,934110,460

3,340,472

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5,そ の他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
人件費計
(2)その他経費
旅費交通費
地代家賃
業務委託費
通信運搬費
消耗品費
支払手数料
雑費
その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
該当なし

4。 使途等が制約された寄附金等の内訳

該当なし

5.固定資産の増減内訳
該当なし

6.借入金の増減内訳
該当なし

7.役員及びその近親者との取引の内容
該当なし

8そ
の他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

。 事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、地代家賃については使用割合に基づき按分しています。



書式第 17号 (法第 28条関係)

第 1期 (令和4年度) 財産目録
事 業 報 告 用

崖Lイヤ :FI

現金預金
手元現金

3,340,472

みずほ銀行普通預金
未収会費

3,330,

10,

【A】 資 産 合 計 ①+② 3,340,

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】【B-2】 正 味 3,340,



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

第 1期 (令和 4年度)年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人イノベーション創薬研究所

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

⌒

じ・監事
セキノ ユウコ 令和 4年 3月 30日

令和 4年 12月 31日

年

年

月   日

月   日開野 祐子

つ

“
禽ヽ
中ノ
監事
カノウ シンゴ 令和 4年 3月 30日

令和 4年 12月 31日

年  月 日

日年 月加納 信吾

６
０ ○ 監事

シラオ トモアキ 令和4年 3月 30日

令和 4年 12月 31日

年  月  日

年 月 日白尾 智明

４

＾

間義
V

監事
オバタ モモコ 令和 4年 3月 30日

令和4年 12月 31日

年  月  日

年 月 日小幡 桃子

5 監事

/\ry 31 3 令和 4年 3月 30日

令和 4年 12月 31日

年 月

月

日

年 日林 裕子

6 理事。o
タカハシ ヒロキ 令和 4年 3月 30日

令和 4年 12月 31日

年   月   日

年  月  日高橋 弘樹

7 理事・監事
年

年

月

月

日

日

年  月  日

年  月  日

理事 。監事

年

年

月

月

日

日

年 月

月

日

日年

9 理事 。監事
年   月   日

年   月   日

年  月  日

年:  月   日

10 理事・監事
年

年

月

月

日

日

年  月  日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人イノベーション創薬研究所

氏   名

1 開野 祐子

2 加納 信吾

3 白尾 智明

4 小幡 桃子

5 林 裕子

6 高橋 弘樹

7 光岡 俊成

8 吉川 武男

9 今村 ―之

10 小林 カ

11

12


